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［目的］胎児共存奇胎 とは正常胎児 と奇胎を合併す

る稀な疾患で あ るが 、 超音波断層法の進歩に 伴い

娩出前に診断され る こ と が 多い 。

一
方部分奇胎で

も胎児を認 め る こ とが あり、 両者 の 鑑別に は遺伝

学 的検討が必要 で あ る 。 今回臨床的、遺伝学的 に

胎児共存 奇胎 と された症例の 取 り扱 い に っ い て 検

討 した 。

匸対象 ・方法］ 1981 年よ り 1996年まで に 当科で 直

接管理 した 982 例 の 胞状奇胎 （全 奇胎 765 例、部

分奇胎 217例）を対象 とした 。 遺 伝学的に部分 奇

胎 の 多 くは 3倍体で あり、 胎児は first　trimester

で胎内死亡す る場合が多 く 、 妊娠 12週以降で胎児

心拍が確認 され た 11 症例を臨床的に胎児共存奇胎

と診断 した
。

［成績］11例中 8例は妊 娠 12 週か ら24週 まで の 闕

に妊娠を中絶 （胎内死亡 1例含）、 3 例は妊娠を継

続 した 。 続発率は 4例 （36．4 ％）と高率で あ り、妊

娠継続例 よ り 2例の 続発を認め て い る 。 遣伝学的検

索は妊娠継続 3例を含め 6例 で 行われ 、 全例二 卵性

双 胎 （全 奇胎 と正常胎児） と診断 さ れ て い る 。 妊

娠継続を行 っ た 3例中 1例は重症妊娠 中毒症を併発

し、 妊娠 23週 で 緊急帝王切開とな り 、 他 の 2 例は

38 週 、 40週 で分娩に至 っ た
。 妊娠経過中血中hCG

（human 　 chorionic 　 gonadotropin ）が順謂 に 下

降 し、 超音波に て 奇胎部分が不明瞭 と な っ た症例

で は続発 を起 こ さな か っ た 。

［結論］胎児共存奇胎は稀な疾患であ り 、 妊 娠継続

の 是非 に つ い て は議論の 分 かれると こ ろであ る。 今

回 の 検討で は羊水穿刺 な ど に よ り正常核型 の胎児

を確認 した症 例で は 、 hCG の 推移 、 超音波断層法

に よ る奇胎部分 の 観察が管理 に有用で あ る と示唆

され た 。

　【目的】癌の 進行に伴い 発生する体重減少 の原因

に つ い て は，従来栄養障害や代謝異常 に そ の 原因

を 求め られ て きたが 未解決 とな っ て い る。今回、

担癌個体 の 筋細胞 における ア ポ トーシ ス に着 目し、

体重滅少 の 成 因 を家兎 悪液質モ デル を用い て検討

した の で 報告す る 。 【方法】 1）体重約3  の 家兎

を3群に 分 け、1群 に は 大腿筋にVX2 腫 瘍細胞を移

植 し癌悪液質モデル を作成し 担癌 群と し，他 は健

常群、飢餓群 （食餌量が健常群の 1／3） と した。2）

各群 で ．経 日的に体重，食餌摂取量 を測定 し た。3）

移植後 10 日 目毎に 各群 の 大腿筋組織 を採取 し 、

TUNEL 法にて ア ポ トー
シ ス の検出を試み、

Apoptotic　Index （200倍視野中の TUNEL 法陽性

細胞の割合、以下A．L）で 評価 し、さ ら に 4 ）透過

型電顕によ る観察 をお こ な っ た。　【成績】 1）体重

は、担癌群 で 移植後40 日目よ り有意に 減少 し、健

常群 で は 107．5± 1．0％ と増加 して い る の に 対 して 、

担癌群で は 88．5± 2．9％、飢餓群で は 78．6± 1，6％ と

有意に 減少 して い た。2）各群の AL を比較する と、

健常及び飢餓群 で はほとん ど0で あ っ た の に 対 し、

担癌群 で は 10日目9．26 ± 1．24 ％、20 日目65．6±

4．6196、30 日目42 ．4 ±3．69覧、40 日目3．40 士 0．55
％ と有意 に高値を示 した。3）透過型電子顕微鏡像

に おけ る 検討 で は、移植後20 日目で ア ポト
ー

シ ス

に特徴的な艨 を 認 め たが、10 日目、30 日 目、40 日

目で は こ れ らの 変化は認 め られ なか っ た 。　【結論】

担癌個体にお ける正 常筋組織細胞 の ア ボ トーシ ス

は体重減 少 に さ きだち認め られ、あたか もそ の後

惹起する著 しい体重減少 の 引 き 金 の 如 き病態 を呈

した 。
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